
論文内容要旨
増加の一途をたどる要介護高齢者数への対策として，顎口腔の環境および機能を介してアプローチ

することは過去の報告より根拠に基づいていると推察されるが，顎口腔の環境および機能と要介護認
定の直接的な関連を示した報告はほとんど無い。本研究では，顎口腔環境の指標として広く用いられ
ている現在歯数，顎口腔の環境および機能を維持するために必要と考えられる歯科受診に着目し，地
域高齢者を対象とした前向きコホート研究にて，現在歯数および歯科受診と要介護認定との関連を検
討した。
2003年に，宮城県仙台市宮城野区鶴ヶ谷地区に居住する70歳以上の地域高齢者834人（平均75歳，

女性52％）に対し口腔内診査および質問紙調査を含む心身の総合機能評価を実施し，その後の要介護
認定を追跡した。歯科受診に関する質問紙調査では，かかりつけ歯科医の有無，歯科受診動機，最終
受診の時期について質問をした。解析には，年齢，性別，疾患既往歴（高血圧，脳卒中，心筋梗塞，
関節疾患），飲酒，喫煙，最終学歴，栄養状態，抑うつ傾向，認知機能，身体機能，ソーシャルサポー
トを補正したCox比例ハザード分析を用いた。
平均6.2年の追跡の結果，要介護認定は37％（304人）に認められた。要介護認定の累積発生率は，

現在歯数，かかりつけ歯科医の有無，受診動機，最終受診の時期において有意に異なっていた（Log
－rank	test ＜0.05）。Cox比例ハザード分析より，20歯未満およびかかりつけ歯科医の不在は要介護認
定と有意な関連を示した。多変量Cox比例ハザード分析において，20歯以上に対する10－19歯，１－９
歯，０歯の要介護認定のハザード比（95％信頼区間）は，それぞれ1.41（1.03－1.93），1.44（1.03－2.00），
1.48（1.04－2.11）と有意に高値を示し，かかりつけ歯科医ありに対するなしのハザード比（95％信頼
区間）は，1.38（1.02－1.85）と有意に高値を示した。受診動機および最終受診の時期については，多
変量Cox比例ハザード分析の結果，要介護認定との有意な関連は認められなかった。
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地域高齢者を対象とした前向きコホート研究の結果，現在歯数が20歯を下回ることおよびかかりつ
け歯科医が不在であることは，疾患既往歴，心身機能，生活習慣，社会的要因と独立して要介護認定
と関連していた。

審査結果要旨
本研究では，増加の一途をたどる要介護高齢者数への対策として，顎口腔の環境および機能を介し

てアプローチすることの検討を行っている。しかしながら，これまで顎口腔の環境および機能と要介
護認定の直接的な関連を示した報告はほとんど無い。本研究では顎口腔環境の指標として広く用いら
れている，現在歯数，顎口腔の環境および機能を維持するために重要と考えられる歯科受診に着目し，
地域高齢者を対象とした前向きコホート研究（鶴ヶ谷コホート）として，要介護認定との関連を検討
している。
2003年に，宮城県仙台市宮城野区鶴ケ谷地区に居住する70歳以上の地域高齢者834人（平均75歳女

性52％）に対して，口腔内診査および質問紙調査を含む心身の総合機能評価を実施し，その後の要介
護認定を追跡している。歯科受診に関する質問紙調査では，かかりつけ歯科医の有無，歯科受診の動
機，ならびに最終受診の時期について質問した。解析には，年齢，性別，疾患既往歴（高血圧，脳卒
中，心筋梗塞，関節疾患），飲酒，喫煙，最終学歴，栄養状態，抑うつ傾向，認知機能，身体機能，ソー
シャルサポートを投入したCox比例ハザード分析が用いられた。
この研究により，平均6.2年間の追跡機関期間の，要介護認定は304人（37％）であった。要介護認

定の累積発生率は，現在歯数，かかりつけ歯科医の有無，受診動機，最終受診の時期において有意に
異なっていた（Log － rank	test ＜005）。Cox 比例ハザード分析より，20歯未満，および，かかりつけ
歯科医の不在，は要介護認定と有意な関連を示した。多変量Cox比例ハザード分析において，20歯以
上に対する10－19歯，１－９歯，０歯の要介護認定のハザード比（95％信頼区間）は，それぞれ1.41（1.03
－1.93），1.44（1.03－2.00），1.48（1.04－2.ll）と有意に高値を示し，かかりつけ歯科医ありに対して，か
かりつけ歯科医なしのハザード比（95％信頼区間）は1.38（1.02－1.85）と有意に高値を示した。受診
動機および最終受診の時期については多変量Cox比例ハザード分析の結果要介護認定との有意な関連
は認められなかった。
これらの結果から，地域高齢者を対象とした前向きコホート研究の結果現在歯数が20歯を下回るこ

と，かかりつけ歯科医が不在であることが疾患既往歴，心身機能，生活習慣，社会的要因と独立して，
要介護認定と関連のあったことが明らかになった。
本研究によって得られた成果は，今後の歯学における臨床・研究の新たな展開に大いに貢献するも

のと考えられ，本論文が博士（歯学）の学位に相応しいと判断する。
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